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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 24,068 1.0 477 △1.6 629 △3.0 410 △2.4

2024年３月期第１四半期 23,840 2.4 485 △21.3 648 △14.4 421 △17.8

(注) 包括利益 2025年３月期第１四半期 439百万円( △7.8％) 2024年３月期第１四半期 477百万円(△13.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 47.50 ―
2024年３月期第１四半期 48.50 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 48,600 31,583 65.0 3,650.92

2024年３月期 49,644 31,446 63.3 3,635.08

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 31,583百万円 2024年３月期 31,446百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 35.00 ― 35.00 70.00
2025年３月期 ―
2025年３月期(予想) 35.00 ― 35.00 70.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 49,185 1.5 1,165 2.5 1,417 0.1 948 4.6 109.61

通期 99,429 1.7 2,206 3.0 2,700 1.1 1,704 10.3 197.03

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 9,255,926株 2024年３月期 9,255,926株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 605,127株 2024年３月期 605,127株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 8,650,799株 2024年３月期１Ｑ 8,681,700株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想

のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期におけるわが国経済は、インバウンド需要の回復や雇用・所得環境の改善が進むなど各種政策の効

果により、社会経済活動は徐々に正常化への動きが見られました。一方、ウクライナ情勢の長期化、世界的な金融

引き締め、資源価格・原材料価格の高留まり等、依然として経済の下振れリスクが存在し、先行き不透明な状況が

続いております。

食品小売業界におきましては、名目賃金は継続的な増加傾向が見られるものの、これを上回る物価上昇により、

生活防衛的な節約志向がさらに強まっており、業種業態を超えた競争激化や原材料価格の高騰、電気料の高留まり

等により、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは「食を通じて地域の皆様の健康で豊かな生活に貢献します」の企業理念の

もと、当期より３年間（第58期～第60期）のビジョンを示した第四次中期経営計画を進めております。

第四次中期経営計画では「私のお店と言ってもらえるアルビスファンを増やす」を経営方針とし、「お客さまを

笑顔にする商品の提供」「お客さまが楽しく快適に買い物できる店づくり」「働きがい、やりがいを感じられる職

場環境の実現」「持続的な成長に向けた業務基盤の強化」「事業を通じた地域社会の課題解決」を重点課題として、

以下の施策に取り組んでおります。

「お客さまを笑顔にする商品の提供」については、多様化するお客様ニーズに対し、健康志向・簡便即食商品を

拡充するとともに、節約志向に応えるＰＢ商品や差別化戦略の柱となる名物商品など高付加価値商品を強化してお

ります。また、お客様支援の一環として、物価高に対する支援策として食卓応援企画を継続して実施しており、ナ

ショナルブランドも含めた300品目をお値打ち価格で提供しております。

「お客さまが楽しく快適に買い物できる店づくり」については、お客様満足の実現を目指し、改装による店舗レ

イアウトの最新化を進めるとともに、清潔感・歓迎感のある店舗運営の標準化に取り組んでおります。また、前期

より泉が丘中央店、内灘店でオープンした新業態店舗「albis KURA*SU(アルビスくらす)」は、売場面積300坪を基

準とした効率的な店舗運営を志向し、コストメリットを商品価格に反映することで、毎日の便利店としての定着を

目指しております。

「働きがい、やりがいを感じられる職場環境の実現」については、新入社員から経営幹部までの各階層に応じた

研修を実施するとともに、ＤＸ人材育成に向けた教育プログラムを導入しております。また、従業員満足度調査を

実施し、調査結果を人事施策へ反映するなど、従業員が安心して働ける職場づくりに努めております。

「持続的な成長に向けた業務基盤の強化」については、店舗オペレーションの標準化や電子棚札（ＥＳＬ）の導

入店舗拡大により店舗生産性の向上を図るとともに、プロセスセンターにおいては継続的な原価改善と品質向上に

努めております。また、物流拠点の再編による効率的な配送体制の見直しにより、持続可能な物流体制の確立に取

り組んでまいります。

「事業を通じた地域社会の課題解決」については、地域社会における食品スーパーマーケットの重要性が高まっ

ていることを踏まえ、地域行政との連携をさらに強化し、課題解決に取り組んでまいります。当社では食品ロス削

減の活動に注力しており、リレーフードドライブ活動を継続的に実施するほか店舗常設型の無人フードドライブボ

ックスを10店舗に設置しております。また、お買い物支援と地域の見守りに取り組む「移動スーパー」は、当期中

に１台増え、当第１四半期末現在24台で運行しております。

2050年の脱炭素社会実現の一環として、温室効果ガス（ＧＨＧ）の測定のほか、ＳＤＧｓ目標達成へ向けた環境

保全への活動を「albis Green Action」と総称し取り組んでおります。本活動では、トレー・ペットボトル回収な

どのリサイクル活動に加え、再生可能エネルギーとして太陽光パネルの設置やレジ袋をバイオマス50％へ変更する

ほか、消滅型の生ごみ処理機を導入し食品廃棄量の削減に取り組むなど、サステナブルな生活提案と環境負荷軽減

に寄与しております。

新店につきましては、2025年３月に岐阜県本巣郡に中京エリア４店舗目となる「北方町店」を予定するほか、建

て替え新店として2024年10月に「婦中速星店」（富山県富山市）のリニューアルオープンを予定しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間は前期新店１店舗による売上増加により、営業収益24,068百万円（前年

同期比1.0％増）となりました。利益面では高利益商品であるＰＢ商品などの販売拡大とプロセスセンターの原価改

善により売上総利益率が改善（前年同期比0.8％増）したものの、人的資本への積極的な投資による人件費の増加等

により営業利益477百万円（前年同期比1.6％減）、経常利益629百万円（前年同期比3.0％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益410百万円（前年同期比2.4％減）となりました。



アルビス株式会社 (7475) 2025年３月期 第１四半期決算短信

― 3 ―

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,043百万円減少し、48,600百万円と

なりました。

この主な要因は現金及び預金の減少額313百万円、売掛金の減少額347百万円、建物及び構築物（純額）の減少

額273百万円、有形固定資産その他（純額）の減少額122百万円等によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ1,180百万円減少し、17,016百万円とな

りました。

この主な要因は買掛金の減少額196百万円、短期借入金の減少額300百万円、未払法人税等の減少額332百万円、

賞与引当金の減少額424百万円、流動負債その他の減少額902百万円、長期借入金の増加額1,002百万円等によるも

のであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ137百万円増加し、31,583百万円とな

りました。

この主な要因は利益剰余金の増加額108百万円、その他有価証券評価差額金の増加額28百万円によるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、2024年４月30日に「2024年３

月期決算短信」で公表しました内容に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,687 5,373

売掛金 2,885 2,537

商品 2,369 2,496

原材料及び貯蔵品 156 205

その他 2,067 2,048

貸倒引当金 △77 △77

流動資産合計 13,087 12,584

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,248 15,974

土地 11,357 11,357

その他（純額） 3,372 3,249

有形固定資産合計 30,977 30,581

無形固定資産

のれん 3 2

その他 874 919

無形固定資産合計 878 921

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,360 3,361

その他 1,569 1,376

貸倒引当金 △228 △225

投資その他の資産合計 4,700 4,512

固定資産合計 36,556 36,015

資産合計 49,644 48,600

負債の部

流動負債

買掛金 5,842 5,645

短期借入金 300 ―

１年内返済予定の長期借入金 1,330 1,430

未払法人税等 416 83

賞与引当金 745 320

その他 5,708 4,806

流動負債合計 14,344 12,287

固定負債

長期借入金 1,143 2,146

受入敷金保証金 672 644

資産除去債務 848 851

その他 1,188 1,087

固定負債合計 3,853 4,729

負債合計 18,197 17,016
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,908 4,908

資本剰余金 5,633 5,633

利益剰余金 22,157 22,266

自己株式 △1,463 △1,463

株主資本合計 31,235 31,343

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 210 239

その他の包括利益累計額合計 210 239

純資産合計 31,446 31,583

負債純資産合計 49,644 48,600
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 23,561 23,813

売上原価 16,642 16,634

売上総利益 6,918 7,178

不動産賃貸収入 278 255

営業総利益 7,197 7,433

販売費及び一般管理費 6,712 6,956

営業利益 485 477

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 12 11

受取手数料 10 9

受取販売奨励金 57 62

その他 101 89

営業外収益合計 184 175

営業外費用

支払利息 6 7

出向者給与 14 17

その他 0 0

営業外費用合計 21 24

経常利益 648 629

税金等調整前四半期純利益 648 629

法人税、住民税及び事業税 58 42

法人税等調整額 169 175

法人税等合計 227 218

四半期純利益 421 410

親会社株主に帰属する四半期純利益 421 410
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 421 410

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 56 28

その他の包括利益合計 56 28

四半期包括利益 477 439

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 477 439

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当する事項はありません。

（会計方針の変更）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項（2）ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

当社グループは、全セグメントに占める「スーパーマーケット事業」の割合が高く、開示情報としての重要性

が乏しいことから、セグメント情報の記載を省略しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

当社グループは、全セグメントに占める「スーパーマーケット事業」の割合が高く、開示情報としての重要性

が乏しいことから、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれん償却額は、次のと

おりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 478百万円 544百万円

のれん償却額 12 0


